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(序) 
高周期 14族化合物の化学において、多重結合化合物は重要な研究テーマの一つとなっている。代表的な






















 化合物 1, 2は、それぞれ 4, 4’-ジブロモビフェニル、p-ジブロモベンゼンに対し、対応するトリクロロシ
ランを反応させたのち、金属マグネシウムとクロロトリメチルシランを用いた還元的カップリング反応によ
って合成した。 
 得られた化合物 1, 2 をシリレン捕捉体共存下で低圧水銀灯を用いて光反応を行ったところ、化合物 2 か
ら分子内に 2個のシリレンが捕捉された化合物が得られた。(Scheme 1) 
 続いて、化合物 2の光化学的な共役系ジシレン分子合成を検討した。2をシリレン前駆体としてトリシラ
ン共存下で光照射を行った。しかしながら、目的とした共役系ジシレンは得られなかった。(Scheme 2) 
 シラシクロプロパン類のシリレン生成については、シラシクロプロパン 3, 4 を合成し、シリレン生成に
ついて検討を行った。 
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